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フ レ ーム 構 造 　耐 震壁 　振 動 台 実 験

1，は じめ に

　 1995 年 の 兵庫県南部地震 で は，新耐震設計法が 適用 さ

れ た建物 に 関 して も安全性 に 関わ る被害が 見 られ た ほ か ，

損傷 に よ っ て 継 続 使 用 で き な い 問 題 ，補修 費用 が 高 額 に

な る 問題等 が 指摘 され今後の 課題 と され た．

　過 去に，実大 三 次元 震動破壊実験施設 （E 一
デ ィ フ ェ

ン ス ） を用 い て ］981 年 以 前 に設 計 され た鉄 筋 コ ン ク リー

ト造 建 物 に 関する 実験 が 実施 され
L）』2），1 階 にお い て 層崩

壊す る場合 の 資料 が 得 られ て い る．本研究 で は，現行 の

規定 に 従 う鉄 筋 ＝ ン ク リート造 （RC ）建 物 と，プ レ ス ト

レ ス トコ ン ク リ
ー

ト造 （PC ）建 物 に 関す る 大型振動実験

を行 うこ と と した．本実験 の 目標 は ， （1）建物 お よ び 構成

部材 の 強 度
・
変形 能力，お よび 破壊 モ ー ドに 関わ る各種

評 価式 の 精 度 を検証 す る こ と，（2）建 物 お よ び 構 成 部材 の

地 震応答性 状 を 適切 に 表現 す る数値解析 モ デ ル を 同定す

る こ と，（3）修 復 性 に 関 わ る損 傷評 価 資 料 を取 得 す る こ と，

に よ っ て 社 会 に お け る コ ン ク リート系 建 物 の 信 頼 性 の 向

上 に 資 す る こ とで あ る ．大 地 震 に お け る 建物 の 変 形 を 効

率的 に 制御す る た め に は，骨 組 の 降伏機構 を 明 快 に 計 画

す る こ とが 重 要 で あ る．本研 究で は さ らに，フ レ
ー

ム 構

造 に お け る 降伏機構 を 考察す る と と もに ，PC 建 物 に 関 す

る 実験で は ，（4）新構造要素 の 優位性 を 実証 し，高耐震 か

つ 生産性 ・改修性の 高い 構造形式を提案す る．

2．実 験 計 画

　Figure　l に試 験体 の セ ッ トア ソ プ状況 を示 す ．実験 で は，

RC 試 験体 と PC 試 験体 を 同 時 に 加 振 す る 手法 を とっ た ．

◎
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試 験 体 の 長 辺 方 向 を 振 動 台 の 短 辺 方 向 と し，振 動 台 の 長

辺 方向に 2 体の 試験体を並べ た．基礎 は振動台に PC 鋼棒

で 圧 着 され，実験時に すべ りや浮 き上が りが 生 じな い よ

うに 十分 固 定 した．

　2 体の 試 験 体は ほ ぼ形 状 が 等 しい 4 層 骨 組 で ，各層 の 階

高は 3m ， 軒高は 12　 m で あ る．平 面 寸 法 は X 方 向 （長 辺

方 向 ） が長 さ 14．4　m ，Y 方 向 （短 辺 方 向） が長 さ 7．2m で

あ る．Figure　2 と FLgure　3 に RC 試験体 の 平 面 図 と軸組 図

を示 す ．RC 試験 体 の 柱 は 500　mm 角，　 PC 試験体 の 柱 は

450mm 角 で あ る．　 X 方 向 は 2 ス パ ン の 純 フ レ
ー

ム 構 造 で，

RC 試 験 体 の 梁 せ い は 600　mm ，　 PC 試 験 体 の 梁 せ い は 500

mm で ある．　 Y 方向は，い ずれ の 試験体 も外構面の 中央 に
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　 　 　 　 　 〔a）1・frame　and 　2−frame

（Unit ： mm ）
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Figure　3　Elevations
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250mm 　x　2500　mm の 連層耐震壁 を有す る．境界梁 の 梁せ

い は 300mm で あ る．ス ラブ厚は 130　mm で ある．

　試 験体 の 重 量 は，躯 体 に加 え，床 に 固 定 され た倒壊 防

止 用鋼製 フ レ ーム ，計測 用 鋼製治具類，設備機器類 （機

能評価 実 験 ） か ら評 価 し た ．R．C 試 験 体 の 全 重 量 は 5903

kN，各 階 の 重 量 は 934　kN （R 　FI．），894　kN 〔4　F1．），872　kN

〔3FL ），867　kN 〔2　FL）とな っ た、　 PC 試 験 体 の 全 重 量 は 5600

kN ，各階 の 重量 は 996　kN （R 　FI．），
840 　kN （4　Fl．）， 806　kN

（3F1．）， 804　kN （2　F1．〕とな っ た．実 験 前の ホ ワイ トノイ ズ

加 振 で 得 られ た RC 試 験 体 の 1 次 固有周 期 は，　 X 方向にお

い て 0．43 秒，Y 方 向 に お い て 0，31 秒 で あ っ た．　 PC 試験体

の 1 次 固有周期は ，X 方向 に お い て 0．45 秒，　 Y 方向にお

い て D29 秒 で あ っ た ．

3，計 瀏 概要

　 全 体 で 計 679ch を計 測 し た ．床 加 速度，層 間 変位，鉄

筋歪 を 主 な 計 測 内容 と し た ．部材 の 変形 に っ い て も，柱

脚 と梁 端 の 回 転変形，柱梁接合部 の せ ん 断 変 形 ，連 層 壁

に お け る壁脚 回 転変形，水平変形，お よ び 局所的な鉛直

変形 を計測 した．層間変形角 は ，床 上 に 固定 され た鋼製

フ レ
ー

ム と，上 階 の 床ス ラ ブ の 下面に 固定 され た 鋼 製治

具の 相対変位を計測 し た ．デ
ータ の サ ン プ リ ン グ周 波 数

は 200Hz と した ．そ の ほ か ，柱脚，梁端部，柱梁接合 部，

壁 脚等の 損傷状 況 を ビ デ オ 収録 し た，

4 ．加 振 計 画 と入 力 地震動

　 入 力 地 震動 は，1995 年 の 兵 庫 県 南部地震 で 記 録 され た・

気象庁 神 戸 海洋 気 象 台観測波 （JMA −Kobe 波 ） お よび JR

鷹取 駅記 録 波 （JR−Takatori波 ） で あ る．い ず れ も水 平 2 方

向 と鉛 直 方 向 の 3 方 向 同 時加 振 と した ．試 験 体 の 損 傷 を

段階的に 大きくす る こ とを意図 し，JMA ・Kobe 波の 振幅倍

率 を 10 ％，25 ％，50 ％，100 ％ と上 げ て い っ た．そ の 後，

大変形を繰 り返 し受ける 状況 を確認す る 目的 で JR−Takatorl

波 を用い ，振幅倍率 を 40 °
／。，60 ％ とす る加 振 を 行 っ た、

JMA −Kobe 波 に お け る実 験 で は，最 大加速度の 大 きい NS

成 分 を Y 方 向 （耐 震壁 方 向 ） に 入 力 し た．Figure　4 に

JMA −Kobe 波 の 100 ％加振 お よび JR・Takatori 波 の 60 ％ 加

振 に お け る 入 力 加 速 度 を 示 す．ま た ，Table　l に 実 験 に 記

録 され た振 動 台 の 最大 加 速度 を示す ，Figure　5 に は ，試験

体 の 基 礎 に お い て 記 録 され た 加速度波 形 か ら求 め た 加速

度応答 ス ペ ク トル を示 す．JMA −Kobe 波 の 100 ％ 加 振 お よ

び JR−Takatori波 の 60 ％加 振 の 目標 波 も合 わせ て 示 す が，

実験結果 と よ い 対応 を示 した，
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